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№ ページ／位置

1 P.11／図1.6

2 P.166／図3.8

3 P.176／図3.15

4
P.12／図1.7
結果表示画面
上段中央部

5

P.35／図2.17
評価結果図中
二段目中央部
「2-2ライフサイクル
CO2（温暖化影響

チャート）」
以下、同様

6 P.36／図2.19

7 P.209

8 P.215

9 P.221

10 P.224

ページ／位置 誤（下線部） 正

11
P.42／解説
「レベル１から４ま
で」　の４行目以降

訂正内容

１２５（誤） ⇒ １１２．５（正）

以下のいずれかの基準で評価する。

A 外皮平均熱貫流率UA

（建築主の判断基準）

B 冷房期の平均日射熱取得率ηA

（建築主の判断基準）

C 簡易計算による外皮平均熱貫流率UA

（設計・施工指針）

D 簡易計算による平均日射熱取得率ηA

（設計・施工指針）

E 熱貫流率等 （設計・施工指針附則）

以下のＡまたはＢのいずれかの基準で評価

する。

Ａ 外皮平均熱貫流率（UA）基準*1

および冷房期の平均日射熱取得率（ηA）

基準*1

Ｂ 躯体の熱貫流率等の基準*2

および開口部の熱貫流率基準と日射の侵

入を防止する部分の基準*2

*1 「住宅に係るエネルギーの使用の合理化

に関する設計、施工及び維持保全の指針

（平成25年国土交通省告示第907号）」（以下、

「設計・施工指針」）の別表第1から第7までに

掲げる仕様の熱貫流率および日射熱取得率

を用いた計算を含む。

*2 設計・施工指針附則に定められた条件を

満たすこと。

１２５（誤） ⇒ １１２．５（正）
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№ ページ／位置 誤（下線部） 正

12

P.111／解説
「「冷房方式」のは
選択の判断」の表
（運転方式の欄）

13
P.124／解説
２行目後半以下

14
P.213／表
中段表２列３行目

（ただし、電気クッキングヒーターは指定

されていないため別基準とし、「エネル

ギーの使用の合理化に関する建築主等

及び特定建築物の所有者の判断の基

準」（省エネ基準）で評価される「照明器

具」は評価対象外とした）。

（ただし、電気クッキングヒーターは指定され

ていないため別基準とした）。

３☆８２％（誤） ⇒ ２☆８２％（正）

【暖房⇒冷房に修正】


